
甲南大学法科大学院入学試験問題について  

－ ２ ０ １ ７ 年 度 一 般 入 学 試 験 （ 前 期 募 集 ・ ８ 月 ２ ０ 日 分 ） －  

 

試験科目：刑事訴訟法  

 

1 .  出題 趣旨  

（ １ ） 保 釈 の 制 度 趣 旨 に つ い て 説 明 し ， 条 文 を 参 照 し な が ら

手続 の概 要 をま とめ るこ と 。  

（ ２ ） 犯 行 計 画 メ モ が 通 常 伝 聞 法 則 の 対 象 に な ら な い 理 由 を

示 し ， そ の 場 合 の 証 拠 能 力 を 記 述 す る こ と （ 現 在 の 精 神 状 態

供述 ，真 し 性）。  

（３ ）傷 害 事件 被害 者の 証 人尋 問に つい て ，  

ア：一 般 的な 段 取 り（主 尋 問＝ 検 察 官，反 対 尋問 ＝ 被 告 人 ・

弁護 人， 補 充尋 問＝ 裁判 所）。  

イ： 主尋 問 では 誘導 尋問 禁 止な ど。  

ウ ： ビ デ オ リ ン ク ， 遮 へ い ， 付 添 人 な ど の 証 人 保 護 手 続 の

説明 。  

エ ： 実 況 見 分 時 の 被 害 再 現 写 真 は ， 証 言 明 確 化 に 使 え る こ

と（ 規１ ９ ９条 の１ １）。  

 

2 .  採点 実感  

● 事 項 な い し 原 理 な ど の 説 明 の 場 合 で あ っ て も ， 参 照 で き

る 条 文 を 手 際 よ く ま と め て ， 限 ら れ た 時 間 の 中 で ， な に を 説

明 し て お く の が 大 事 な の か ， 取 捨 選 択 が 要 る 。 そ の 中 で ， そ

も そ も 理 解 が 行 き 届 い て い る の か ， コ ン パ ク ト に ま と め る 表

現力 があ る のか が分 かる 。  

 ● 保 釈 に つ い て は 概 ね 制 度 の 趣 旨 を 踏 ま え た 説 明 が な さ れ

て い る が ， 権 利 保 釈 と 裁 量 保 釈 の 違 い ， 保 釈 手 続 の 大 枠 ， 権

利 保 釈 が 認 め ら れ な い 例 外 事 由 の 言 及 な ど が 足 り な い も の が

散 見 さ れ る 。 犯 行 計 画 メ モ に つ い て は 伝 聞 法 則 の 趣 旨 を 踏 ま

え た 説 明 が な さ れ た も の が 多 い 。 証 人 尋 問 に つ い て ， 写 真 利

用に つい て は言 及で きな い もの が目 立っ た 。  

 

3 .  学習 方法  

標 準 的 な 教 科 書 で 手 続 の 流 れ を 理 解 し ， 目 次 を 使 っ て そ れ

ぞれ の項 目 をコ ンパ クト に 説明 でき る勉 強 方法 をと るこ と 。  

 

 

 

 

 

 

 



 

 


